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◆はじめまして 

 4 月 1 日に着任いたしました澄川忠男（すみかわただお）と申します。どうぞよろしく

お願いいたします。３月までは下関市立ゆたか児童館で１年間働いていました。その前は、

下関市立勝山小学校校長を最後に３７年間の小学校教員生活を終えたところでした。 

 縁あって、歴史ある付属第一幼稚園で勤務することになりましたが、なにせ戸惑うこと

ばかりです。しかしながら、かわいい子ども達６８人とともに過ごす毎日はとても楽しい

です。皆様の大切なお子様をお預かりする責任の重さをしっかり心にとめて園経営をして

いきたいと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 この「園長だより」は私信として配信したいと思います。ざっくばらんに、園の中で気

付いたことを発信していきます。７年間の校長時代には、どうしても書きたくて、５年間

は「校長室だより」を続けていました。 

 何よりもお伝えしたいのは、「園児のみんなの頑張りや良い所」もう一つは「本園の教

職員の頑張っている姿」です。どこまでお伝えできるかわかりませんが、ホームページで

公開します。 

 毎週金曜日にアップできるよう努力したいと思います。併せて、ホームページで、今ま

で以上に園の様子を発信していきたいと思います。 

 

◆園長の話 

 始業式や入園式で子ども達に話す機会があります。私が話したのは本園の「教育目標」

の話です。本園には『保育信条』と『教育目標』があります。ご存じですか？ 

  『保育信条』  子どもは家の若葉です 

          土の子 風の子 太陽の子 

          子どもは国の若木です 

 

  『教育目標』  明るく元気な子ども 

          すすんで何でもしようとする子ども 

          ねばり強くがんばる子ども 

          素直で思いやりのある子ども 

 

 この二つは、私たち教職員の目指すべきところでもあります。忘れることなく、めあて

として、できていることをしっかり褒めたいと思います。 

 目標を達成できている具体的な姿も、紹介したいと思います。 

 

今回はとても堅い話になってしまいました。すみません。次回は柔らかく柔らかく… 

認定こども園 下関短期大学付属第一幼稚園 

園長だより 

入園式で保護者の方につたえま

した。どう解釈されますか？ 

始業式と入園式で子ども達に

話しました。我々教職員も胸

にとめて教育保育活動に励み

ます。 


